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第２学年
大竹市立小方中学校
指導者　樽谷　将司


単元名
本単元で育成する資質・能力　



思考力・判断力・表現力
「図形の性質の調べ方」





１　日　時	令和４年10月19日（水）第５校時
２　学　年	第２学年２組　男子17名　女子16名　計33名
３　単元名	図形の性質の調べ方
４　単元について
（１）　単元観
「基本的な平面図形の性質」の単元において，第１学年では，図形の作図や移動を取り扱っている。また，空間における直線や面の位置関係を知り，空間図形を直線や平面図形の運動によって構成されているものと捉えたり，平面上に表現したり読み取ったりしている。
第２学年では，三角形や四角形などの多角形の角の大きさについての性質を，数学的な推論を用いて調べることができるようにする。その際に，図形をよく観察したり，作図をしたりする操作や実験などの活動を通して，その推論の過程を他者に伝わるように分かりやすく表現できるようにする。
演繹的に推論することについては，小学校算数科でも素地的な経験をしてきていることに留意し，中学校第２学年では，観察や操作，実験などの活動を通して，基本的な図形の性質を見いだすとともに，平行線の性質などを基にして確かめ説明することができるようにする。この段階では論理的に説明することについて，小学校算数科でも筋道立てて考え，理由を明らかにすることを経験していることに留意し，平行線の性質など根拠を明らかにして説明できるようにすることが大切である。

（２）生徒観
生徒観は省略しています。







（３）指導観
本単元について，３つの視点で，指導の工夫改善を行う。
①　学習集団（仲間）づくりの取組
○ペア学習，４人班や全体での集団思考における話し合いから，個人思考のヒントを得たり，考えを深めたりするなど，個人思考と集団思考の往還を行うことで自信をもてるようにする。
②　数学的用語を用いた表現力の育成
○答えを導き出した根拠を明らかにし，数学的用語を用いて他人に考えた過程を説明することができる。
③　自分の解き方を改善したり，見いだしたりして自らが活用することのできる力の育成
　　○既習の図形の性質を活用した問題解決をする中で他者の意見を取り入れる場面や自分の解き方を改善する場面を設定する。
５　単元の目標
①　平面図形と数学的な推論についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。
②　数学的な推論の過程に着目し，図形の性質や関係を論理的に考察し表現することができる。
③　図形の性質の調べ方について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学
を生活や学習に生かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

６　単元の評価規準
	知識・技能（知）
	思考・判断・表現（思）
	主体的に学習に取り組む態度（態）

	①　対頂角，同位角，錯角，内角，外角の意味を理解している。
②　平行線や角の性質を理解している。
③　多角形の角についての性質が見いだせることを知っている。
④　平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解している。
⑤　見いだした合同な図形を記号≡を用いて表すことができる。
⑥　逆，反例の意味を理解している。
	①　基本的な平面図形の性質を見いだし，平行線や角の性質を基にしてそれらを確かめ説明することができる。
	①　平面図形の性質について考えようとしている。
②　平面図形の性質について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。
③　平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。



７　単元の指導計画（全１８時間）
	小単元等
	授業時間数

	１．いろいろな角と多角形
	９時間
	１８時間

	２．図形の合同
	８時間
	

	３．章のまとめ
	１時間
	


◎記録に残す評価　〇指導に生かす評価
	時
	学習内容
	重点
	評価規準
	評価方法

	
１
	●星形五角形の角について調べる。 ●星形五角形の先端部分の５つの　　
角の和を予想する。
	（態）
	〇平面図形の性質について考えようとしている。
	発言分析


	２～４
	●対頂角の意味と性質を理解する。 ●同位角，錯角の意味を理解する。 ●平行線と同位角，錯角の関係を理　　
解する。
	(知)

	〇対頂角，同位角，錯角の意味を理解している。
〇平行線や角の性質を理解している。

	発言分析
小テスト
ノート

	５
・
６
	●三角形の内角や外角に関する性質を，平行線の性質などを用いて論理的に確かめる。
	(知)
	〇内角，外角の意味を理解している。

	発言分析・ノート

	７～９
	●多角形の内角の和や外角の和を求める方法を，三角形の角の性質などを基にして見いだし表現する。
【本時：９/18】
	(知) (思) (態)
	〇多角形の角についての性質が見いだせることを知っている。
◎いろいろな補助線を引き，これまで学習してきた図形の性質を根拠として角の大きさを求めることができる。
◎平面図形の性質について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。
	発言分析・ワークシート
振り返り

	10

	●合同な図形の性質を理解する。
	（知）
	〇平面図形の合同の意味について理解している。
	発言分析・ノート

	11～12
	●２つの三角形が合同になるための条件を調べる。 
●三角形の合同条件を理解し，それを用いて２つの三角形が合同であるかどうかを調べ，記号を用いるなどして表す。
	(知)
	〇平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件について理解している。
◎見いだした合同な図形を記号≡を用いて表すことができる。

	発言分析・小テスト
ノート

	13
～
17
	●仮定と結論について知る。 
●証明の必要性と意味を理解する。 ●図形の性質を証明する手順を理　　
解し，簡単な図形の性質を証明する。 
●証明の根拠となる図形の基本性質について理解する。
●命題の逆の意味を理解する。
	(知) (思) (態)
	〇逆，反例の意味を理解している。
◎合同な三角形を見いだし，平行線や角の性質，三角形の合同条件を基にしてそれらを確かめ説明することができる。
◎平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。
	発言分析・ワークシート，振り返り
ノート

	18

	●章のまとめ
	
	◎知①～⑥
◎思①
	単元テスト



８ 本時の学習指導について 
（１）本時の目標 
○「平行線と角」や「多角形の内角・外角の和」などの既習事項を根拠として，角の大きさを求めることができる。
（２）観点別評価規準
○いろいろな補助線を引き，これまで学習してきた図形の性質を根拠として角の大きさを求めることができる。【思考・判断・表現】
○平面図形の性質について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。【主体的に学習に取り組む態度】

（３）準備物 
教科書，ワークシート

（４）本時の展開
	
	学 習 指 導
	指導上の留意点
努力を要する生徒への指導の手立て◆
	評  価

	導
入
５
分
	１ 既習事項の確認
　




２ 前時の課題をもとに
復習
	○角の性質や多角形の性質で学習した内容やキーワードを確認する。自分たちで書いたキーワードのシートを用意する。
・対頂角，同位角，錯角，平行線，多角形の内角の和，…








●根拠の事柄について確認する（数学的用語，補助線など…）

	【前時の課題】
右の図で ℓ // ｍのとき，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

∠の大きさをいろいろな方法で求めなさい。　　　
どのように求めたのか考え方も書きなさい。



	展
開
40
分
	３ 課題提示

















４ 個人思考（８分）
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５ 解き方の交流，「ベストアンサー」と「オリジナルアンサー」の決定，説明準備（10分）

	めあて　これまでの学習したことを根拠として，自分の方法で角の大きさを求めることができる。




右の図の∠の大きさを様々な方法で求めよう。自分で線を加えても構いません。できるだけ，たくさん見つけよう。















◆思考が進まない生徒には，ヒントカードを用意する。
〇多様な考え方を生ませるためにたくさんの方法を出すように促す。【予想される生徒の解答例①】まず，点Ａと点Ｂに補助線をひきます。
　　　　　　　　　　　　三角形の内角の和は180°なので，△ＡＢＣ＝180°となる。
　　　　　　　　　　　　よって，60°+40°+30°+ ● + 〇 = 180°より
　　　　　　　　　　　　● + 〇 = 50°
　　　　　　　　　　　　したがって，△ＡＢＤの内角の和も180°だから，

　　　　　　　　　　　　∠ + ● + 〇 = 180°

　　　　　　　　　　　　∠ = 130°









【予想される生徒の解答例②】まず，辺ＡＤの延長した直線と辺ＢＣとの交点を点Ｅとする
　　　　　　　　　　　　　∠ＡＥＢは△ＡＣＥの外角より，
　　　　　　　　　　　　　三角形の外角は，隣り合わない２つの内角の和に等しいので
　　　　　　　　　　　　　∠AEB = 60°+ 40°= 100°(●)
　　　　　　　　　　　　　∠ADBは△BDEの外角だから，

　　　　　　　　　　　　　∠ = ● + 30°= 130°








【予想される生徒の解答例③】まず，点Ｃと点Ｄに補助線をひく。
　　　　　　　　　　　　　三角形の外角の性質より

　　　　　　　　　　　　　∠ = 40°+ ● + 30°+ 〇
　　　　　　　　　　　　　● + 〇 は点Ｃであり，60°なので，

　　　　　　　　　　　　　∠ = 40°+ 30°+ 60°（● + 〇）

　　　　　　　　　　　　　∠ = 130°









【予想されるその他の解答】







四角形の内角の和を利用　　　点Ｄを通り，辺ＡＣに平行な
∠D = 230°　　　　　直線をひく方法。（辺ＢＣも同様）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ











◎３～４人班で順番に求め方，解答を交流する。
◆交流する順番や方法を提示し，話し合いを円滑に進める。
〇班で「ベストアンサー（簡単な解き方）」と「オリジナルアンサー（唯一）」を決定する。
◆一番多い意見や簡単な解答を優先するだけでなく，机間指導で少数派の意見も拾っておく。
〇類似問題を用意し，ほかの条件でも成立するか確かめられるようにする。
	Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ



























































〇いろいろな補助線を引き，これまで学習してきた図形の性質を根拠として角の大きさを求めることができる。【ワークシート】

	
	６　派遣員方式で，別の班の説明を聞く。
（10分）





		派遣員方式
①　班員１名が別の班の説明を聞きにいく。
②　説明を聞いた生徒は求め方をワークシートに記入する。
③　班に帰り，自分の班員に説明する。
④　繰り返す。



	

	
	５　班（全体）で交流，「私たちのベストアンサー」を決める。（12分）
	〇各班のベストアンサーを書いた紙を集め，黒板に掲示する。
○ブーメラン型の図形の角の大きさの自分の解き方（公式）を見出す。
〇評価問題・類似問題，発展問題を
解き，自分の公式が活用できることを確認する。
◆困っている生徒に声をかけ，できるだけ自力解決させる。
◆少数派の意見があれば，全体で確認する。発表者は派遣で聞きに行った生徒にさせたい。
	

	ま
と
め
５
分
	６ 適用題を解き，振り
返りを記入する。
（５分）
	○記入の時間を確保し，過去の学習を振り返らせる。
◆適用題を提示し，今日，学習した内容を活用することができることを実感させる。
	〇図形の性質について学んだことを学習に生かそうとしたり，問題解決の過程を振り返り，自分の解き方を改善しようとしたりしている。
【振り返り】



９　まとめ
■　自己の実践課題について
「深い学び合いを促すグループワーク」
これまでの授業の様子から，数学の授業や学習に対して，苦手意識を持つ生徒が多いように感じている。そこで，授業を通して，「数学の授業や学習が好き」な生徒を増やすことをテーマに教材研究等を行うように意識してきた。授業の中で「教え合いの充実」や「『できた』『わかった』を実感させる経験」を少しでも多く設けていきたいと考える。1時間の中で，「学びを深めさせたいポイント」で効果的なグループワークを取り入れ，仲間の力を借りながら課題解決できたという実感をもたせるようにしていきたい。

■　解決に向けてどのように取り組んだか
６月～７月	アンケートの実施。（数学の学習・授業について，グループ・ペア活動について）
		グループの活用例を知る。
８月～９月	指導案等の授業準備。
		グループ活動を適宜，授業に取り入れる。
10月		研究授業，適用題。（評価）
11月		事後評価問題，事後アンケートの実施。
		まとめの作成。
12月～	授業づくりの日常化。
　
研究授業では，「派遣式でのグループ活動」を実施した。学校での取組として協働的な「学び合い」を研究しており，数学の授業はもちろん，他の授業でもグループ活動を取り入れた。


■　研究授業の様子
　　予定通り，10月19日（水）に実施をした。33人全員で授業を実施することができた。本時の授業では，「多様な解き方」の中から自分にとってベストな解き方を選択し，解答する力をつけていきたいと思い，授業を展開した。
クラスの97％が「グループ（班）で話し合ったり教え合ったりするのが好き」という質問に肯定的な回答をしていることから，クラスの強みである「関わり合い」を生かした授業展開を意識して行った。誤答に対する修正や数学用語を用いた表現力をつけること，まとめ・振り返りの方法など，課題も残った。また，課題の図形をしっかり吟味して提示しないと，生徒を誤った解答へ導いてしまう場合もあると分かり，慎重に行うことが大切だと学ぶことができた。
[image: ][image: ][image: ]



	




■　研究協議での主な内容
[bookmark: _GoBack]　　５グループに分かれて研究協議を行い，最後，指導主事に指導助言をいただいた。
【研究協議】
〇ＧＯＯＤ（良かった点）
　・学習集団づくり（学級経営）や温かい雰囲気
　　　　質問や意見が出しやすい雰囲気がある。また，仲間の発言に対して自然に拍手が起こることや「ありがとう」や「なるほど」などの言葉かけ，傾聴する姿勢など，仲間の発言を大切にする雰囲気ができていた。
　　・グループワーク（派遣式）
　　　　全員が発言する機会が設けられている。よりたくさんの考え方に触れることができ，多様な解き方が増えた。


〇ＭＯＲＥ（改善点）
　　・グループワーク（派遣式）
　　　　説明している生徒の根拠が正しいか，きちんと判断ができているかなど，生徒一人一人の様子を判断することが難しい状況がある。また，全体に説明・共有する場面を設けることも必要である。
　　・誤答の扱いについて
　　　　誤答に対して，次時に全体で確認する時間を設けることが必要である。きちんと説明ができるために，数学用語を図と一緒に提示しながら確認していくことで既習事項とつなげて考えやすくなる。
　　・ＩＣＴの活用
　　　　全体交流の時間を確保するためにも，ＩＣＴを活用して，説明の時間を短縮する方法もある。ヒントカード等もＩＣＴ上にアップしておくことで，教材の準備時間も短縮できる。


【指導助言】
〇協働的な学び，他者に伝える。
　　　　　意図的にグループ活動を仕組んでいかなくては，思考は深まらない。グループ活動によって「一人では気づかない新しい視点の発見」を促したり，「筋道を立てて，相手に説明し合う活動」を充実させたりするなど，意図的に仕組むことでグループ活動の必要性が高まり，協働的な学びへとつながる。

　　　〇オリジナルの派遣方式を追究する。
　　　　　デジタル機器（ＩＣＴ）や派遣式の方法を工夫していくことで，より深い学びにつながる可能性がある。生徒の実態や自分の授業形態に合わせて，最適な方法を追究していく。






■　評価問題の結果
　【授業前】
　　　研究授業のスタート時に，「130°」という答えを導いていた生徒は90％だが，解き方まで正解していた生徒は，50％であった。解答類型としては，Ａの解答が71％で一番多かった。Ｂの解答のように補助線を引いて考えた生徒が半数の50％であったが，補助線によって∠Ｃが二等分されると誤って考えていた生徒がほとんどであった。Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
●
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
●
〇

　　　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ 〇＝●＝30°と考える生徒が半数いた。






　【授業後】
[image: ]研究授業後の定期試験で，以下の問題を実施した。

１４　右の図の∠の大きさを求めなさい。ただし，誰が聞いても分かるように，　　
言葉，式，図等を用いて説明しなさい。





　　　この課題において，73％の生徒が解き方まで正しく答えることができた。前回同様，一番多かった解答類型は，上記のＡの解答であったが，「∠Ａ+∠Ｂ+∠Ｃ＝∠（矢じりの法則）」の規則性に気づき，その方法で解くことができた生徒がＡの次に多い29％になり，多様な考え方に触れることで，自分の中での最適な解法を見つけ，解答することができている。また，同様にアンケートを実施したところ，「数学〔図形〕の授業で学んだことを，ふだんの生活で使ったり，学んだことがどのような場面で使えるか考えたりしています。」の質問に対しては，否定的な回答をした生徒が13％となり，事前で学習した内容を生かそうとする生徒が増えた。

■　今後に向けて
　　　今回の研修「自己の実践課題の解決に向けた数学教育研修」を受講して感じたことは，３つある。
　　１つ目は，協働的な学びを促していくために，グループ活動の内容や質を工夫・研究していくことの大切さである。ただ，グループを活用するだけでは，効果的な活動にはならない。その時の課題や生徒実態に合わせて，自分のオリジナルの活動方法を見つけていくことが必要だと考える。
　　　２つ目は，協働的な学びの土台となる「学習集団づくり（学級経営）の大切さ」である。授業の内容や課題設定を工夫したとしても，安心して発言ができるたり，仲間と関わり合ったりする環境が無ければ，効果は期待できない。普段の「学習集団づくり（学級経営）」から互いに認め合える，関わり合える雰囲気作りが大切になってくると考える。
　　　３つ目は，効果的なＩＣＴの活用の可能性である。ヒントカードや全体交流の場面などでＩＣＴを活用することで，生徒の活動時間や思考時間を確保して，視覚的にわかりやすくなることが考えられる。
　　　今後も，常に自らの授業や教育活動を振り返り，指導力向上に向けて取り組んでいきたい。
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